
　歳入から歳出を引いた収支は、36億円の黒字となりまし
た。歳入については、市税や地方交付税などが予算額を上
回り、歳出については、できる限り節約したことから、予定し
ていた財政調整基金（市の貯金）を使わずに済みました。 一般会計 

区　分 歳　入 歳　出 差引残高額 

土地区画整理 81億円 81億円 0円 

団地造成 1億円 1億円 0円 

駐車場 3億円 3億円 0円 

母子寡婦福祉資金貸付 3億円 2億円 1億円 

国民健康保険 1,771億円 1,778億円 ー7億円 

老人医療 1,759億円 1,777億円 ー18億円 

介護保険 795億円 789億円 6億円 

基金 10億円 9億円 1億円 

公共用地先行取得 16億円 16億円 2,000万円 

砂防用地先行取得 5億円 4億円 3,000万円 

交通災害共済 1億円 0円 1億円 

公債 4,437億円 4,437億円 0円 

特別会計 

　2つの会計で、赤字となり
ました。また、公共用地先行
取得会計と交通災害共済会
計は、その役割を終えたため
廃止し、残高は一般会計へ
引き継ぎました。 

●国民健康保険会計 
保険料収入の減少などによる不足。 
なお、17年度末の累積赤字は101億円となってい
ます。 
●老人医療会計　　　　 
国庫支出金の減少などによる不足。 

1,265億円 国庫支出金 

1,242億円 諸収入 

7.9％ 623億円 市債 

支出に対して収入が不足する場合に、
国が一定のルールに従い配分するお金 

施設を造るとき 
などに借りるお金 

貸したお金の返済金や、 
宝くじの収益金など 

国が必要だと認めた事業に対して、 
国が市に配分するお金 

国や道が市の代わりに集めた税金や、 
ごみ処理の手数料など 

1,128億円 地方交付税 

13.2％ 

1,049億円 そのほか 

前年度比148億円（1.8％）減 

7,918億円 7,918億円 
歳入総額 歳入総額 

16.0％ 

15.7％ 

14.2％ 

医療、福祉、保健などに関するお金 

1,989億円 保健福祉費 

1,038億円 職員費 
市の職員の給料や退職金など 

前年度比147億円（1.8％）減 

7,882億円 7,882億円 
歳出総額 歳出総額 

25.2％ 

1,260億円 諸支出金 
特別会計や企業会計の運営を 
補助するお金など 

16.0％ 

959億円 公債費 12.2％ 

936億円 土木費 道路や公園などを整備するお金 

産業を育て、札
幌を元気にする
ためのお金 

施設を造るとき
などに借りたお
金の返済金 

822億円 経済費 10.4％ 

878億円 そのほか 
ごみ処理や教育に関するお金など 

11.1％ 

市民１人当たりのサービス42万円 

差し引き 
36億円から 

7億5,000万円を 
貯金へ 

回しました。 

13.2％ 

11.9％ 

市民税、固定資産税、都市計画税など 

2,611億円 市税 33.0％ 

市民１人当たり14万円 


